
 

                              事 務 連 絡  

令和４年１２月２０日 

 

 各都道府県教育委員会指導事務主管課 

  各指定都市教育委員会指導事務主管課 

  各都道府県私立学校事務担当課   

  附属小学校・附属特別支援学校を置く  御中 

 各国公立大学法人附属学校事務担当課 

 構造改革特別区域法第 12 条第 1 項の認定を受けた 

 各地方公共団体株式会社立学校事務担当課 

 

文部科学省初等中等教育局教 育 課 程 課  

特別支援教育課 

健康教育・食育課 

 

 

ＪＡバンク作成補助教材について 

 

 

 この度、農林水産省から、別添事務連絡のとおり、ＪＡバンクが作成した補助教材「農

業とわたしたちのくらし」（｢小学校高学年版｣及び｢特別支援教育版｣の児童用・教師用）

を全国の小学校及び特別支援学校に配布するとの連絡がありました。 

 ついては、各都道府県教育委員会指導事務主管課におかれては、域内の学校等を設置

する市町村教育委員会及び所管の学校等に対して、各指定都市教育委員会指導事務主管

課におかれては、所管の学校に対して、各都道府県私立学校事務担当課及び構造改革特

別区域法第１２条第１項の認定を受けた各地方公共団体株式会社立学校事務担当課にお

かれては、所轄の学校等及び学校法人等に対して、各国公立大学法人附属学校事務担当

課におかれては、その管下の学校等に対して、適切に御周知いただきますようお願いい

たします。 

 なお、当該教材については、令和５年２月中旬以降にＪＡバンク等から域内の各小学

校等に直接配布されることとなっています。当該教材に係る問合せについては、ＪＡバ

ンク食農教育応援事業事務局へ直接お問い合わせください。また、本教材の活用方法に

ついては各学校で適宜御判断いただいて構わないものであることを申し添えます。 

 

 

 【ＪＡバンク作成補助教材に係る問合せ先】 

     ＪＡバンク食農教育応援事業事務局 

     電話 ０３－５６７９－１２８５ 

  ※ＪＡバンクは、ＪＡ（農業協同組合）、信連（都道府県信 

   用農業協同組合連合会）、農林中央金庫で構成するグルー 

   プの名称です。 

 

                           【本件担当】 

     文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程総括係 

     電話 ０３－５２５３－４１１１（内線２０７３） 



事 務 連 絡  

   令和４年12月19日  

 

 文部科学省初 等 中 等 教 育 局 教 育 課 程 課 

      初等中等教育局特別支援教育課 

      初等中等教育局健康教育・食育課 御中 

 

 

                  農林水産省経営局金融調整課 

 

 

JA バンク作成補助教材の配付について 

 

貴省におかれましては、日頃より農林水産行政の推進につきまして、ご

理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、当課で所管している農林中央金庫から、JA バンク（※）が作成

する小学校高学年を対象とした補助教材「農業とわたしたちのくらし」を、

例年どおり、全国の小学校及び特別支援学校へ配付したいとの連絡があり

ましたので、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

※ JA バンク：JA バンクの会員である、JA（農業協同組合）、信連（都道府県信用農業協同組

合連合会）、農林中央金庫で構成するグループの名称。 

 

【JA バンク教材本に係る問合せ先】 

 JA バンク食農教育応援事業事務局 

電話：03-5679-1285 

 

 

 

【連絡先】 

農林水産省経営局金融調整課 

電話：03-6744-1398 

担当：當房、花井 

haruka-ito
テキストボックス
別添



勉強した感想を送りましょう。
このテキストを使った感想を書いて、送ってください。

（　　　）よく分かった。 （　　　）だいたい分かった。 （　　　）むずかしかった。

　　　　年　　　組

【もっと知りたいこと】

名前

発　　　　行：一般社団法人 JAバンクアグリ・エコサポート基金
編 集・制 作：株式会社日本教育新聞社、株式会社日本農業新聞
監　　　　修：澤井　陽介（大妻女子大学 教授）
資 料 提 供：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）
　　　　  　　 内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）研究成果
協　　　　力：一般社団法人全国農業協同組合中央会
製 作 協 力：一般社団法人家の光協会
印　　　　刷：共同印刷株式会社
お問い合わせ：JAバンク食農教育応援事業 事務局　TEL 03（5679）1285  FAX 03（5679）1286
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受付時間  9:00～17:00／土日・祝日除く
※テキストの内容に関するご質問などは下記までお問い合わせください。
株式会社日本教育新聞社　TEL 03（3280）7028　FAX 03（3280）7030
　　　　　　　　　　　　  受付時間  9:00～17:30／土日・祝日除く
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書いた感想文は
先生にわたしてください。
お礼にえんぴつをプレゼントします。

DVD資料の動画を見るときは、先生やおうちの人といっしょに、
パソコンやスマートフォンで検索してアクセスしてください。

検 索アグリ・エコサポート基金
き きん

し りょう

けん さく

［小学校高学年］

くらし
わたしたちの
農業と

2023年度版

※　  のマークがついた項目には、DVDの資料があります。この資料は、JAバンクアグリ・エコサポート基金のホームページでも見ることができます。
し りょう きジェイエイ きんこう もく

SDGsの目標についても考えてみようチャレンジ！！
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国立研究開発法人
農業・食品産業技術総合研究機構

（農研機構）

杉本青果店

千葉エコ・エネルギー株式会社

千葉県香取市

東海酪農業協同組合連合会

北海道せたな町役場

有限会社 伊万里グリーンファーム

有限会社 星種豚場

　　　　  〈五十音順　敬称略〉

■ 監修者のことば	 2
■ 資料／副読本『農業とわたしたちのくらし』と
　 学習指導要領（平成２９年３月告示）との関連	 3
■ 理解促進へ DVD 教材を活用してください 	 4
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※副読本活用のポイントは、P.3に詳しく掲載しています。
※副読本『農業とわたしたちのくらし』の10の項目に関連したDVD 教材を作成し、その項目には、　  がついています（詳細はP.4 参照）。
※副読本『農業とわたしたちのくらし』及び本教師用で紹介している資料やウェブサイトは2022 年 10月1日現在のものです。
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農業と
わたしたちのくらし

このテキストを使って授業をした後、子どもたちが感じたこと、学んだことをふ
まえて、テキストの裏表紙に学習のまとめを記入させ、コピーして下記の事務局ま
でご送付くださいますよう、お願いいたします。送付のお礼として、児童・生徒数
分の鉛筆を差し上げます。今後さらに「食農教育」を推進していくにあたって参考
にしたいと考えておりますので、お手数をおかけしますが何卒ご協力くださいます
よう、よろしくお願いいたします。
※�別紙に学校住所、電話番号、学校名、先生のお名前、児童・生徒数を明記の上、下記事
務局まで郵送にてご送付ください。

※�大変恐縮ではございますが、送付の費用はご負担いただきます。ご容赦ください。
※�厳重に梱包の上、郵送にてご送付ください。※書留でのご送付をお勧めいたします。

送付先　〒 134–8585　東京都江戸川区臨海町 5–2–2　アテナビル内Ｃ棟 6 Ｆ
　　　　ＪＡバンク食農教育応援事業 事務局　行
TEL　03–5679–1285　FAX　03–5679–1286
（9：00〜17：00／土日・祝日除く）

【発　行】一般社団法人 ＪＡバンクアグリ・エコサポート基金
	 http://www.jabank-aes.or.jp/
【編集・制作】株式会社 日本教育新聞社
	 株式会社 日本農業新聞
【監　修】澤井 陽介（国士舘大学 教授）
【お問い合わせ】ＪＡバンク食農教育応援事業 事務局
TEL：03–5679–1285　FAX：03–5679–1286
（受付時間 9：00〜 17：00／土日 ･祝日除く）

※テキストの内容に関するご質問などは下記までお問い合わせください。

株式会社 日本教育新聞社　
TEL：03–3280–7058　FAX：03–3280–7075
（受付時間 9：00〜 17：30／土日 ･祝日除く）

2020年3月発行

［特別支援教育版］（知的障害）

◦取材協力	 一般社団法人 日本物流団体連合会
	 株式会社 小野ファーム（横浜市）
	

◦撮影協力	 株式会社 いなげや
	 東京都千代田区立千代田小学校
	 レ・アル　かきぬま

◦写真・資料提供	 一般社団法人 家の光協会
	 ＪＡ愛知みなみ
	 ＪＡ伊勢
	 ＪＡ茨城みなみ
	 ＪＡ大阪南
	 ＪＡ岡山中央会
	 ＪＡきたみらい
	 ＪＡ熊本市
	 ＪＡさいたま
	 ＪＡさが
	 ＪＡさつま日置
	 ＪＡ徳島市　
	 ＪＡ山形おきたま

	 うきは市
	 国土交通省海事局
	 全国農業協同組合連合会　茨城県本部
	 全日本空輸 株式会社
	 東三河セーフティネット事務局
	 ホクレン農業協同組合連合会
	 北海道胆振総合振興局産業振興部農務課
	 北海道十勝総合振興局産業振興部南部耕地出張所
	 マイナビ農業
	 雪印こどもの国牧場

		  　　　　　　　　　　　 〈五十音順〉

 ※『農業とわたしたちのくらし』［特別支援教育版（知的障害）］及び本教師用で紹介している資料やウェブサイトは2019年12月1日現在のものを収録しています。

私たちはだれでも、安全で栄養のある物をバラ
ンスよく食べることで、毎日を健康に生きていく
ことができます。そして、それらの食べ物がどの
ような人々によって、どのように生産され、どの
ように運ばれて、どのように販売され、私たちの
食卓に並ぶのかということを知ることは、自分の
生活を確立し、食生活や消費生活の自立へと向か
うための大切な理解事項になります。
副読本『農業とわたしたちのくらし』［特別支

援教育版（知的障害）］は、インクルーシブ教育
システム構築の推進が求められる中にあって、特
別支援学校や特別支援学級の子どもたちが、社会

とのさまざまなつながりに気づき、それらに目を
向けて、社会に効果的に参加することができるこ
とを願って編集されました。具体的には、農業や
農家の仕事に関心をもったり、自分たちの生活を
支える社会の仕組みに気づいたりする活動、植物
の栽培の仕方、買い物の仕方、料理の仕方などを
自立してできるようになるための活動など、さま
ざまな活動において柔軟に活用できるよう構成
されています。
各学校や学級の子どもたちの実態、先生方の指

導方針などに基づいて、本教材を有効に活用して
いただけると幸いです。

農家や農業への関心をもたせたい
国士舘大学教授　澤井 陽介

監修者のことば

教師用

	◦	�誰もが読みやすい紙面となるよう、文字の大きさや行数、文字・行の間隔、改行位置などに配慮しました。文字は、ユニバーサルデザインの考えに基づいて開発さ
れたフォントを使用しています。また、資料やイラストなどのレイアウトについても同様の工夫をしています。
	◦	�色覚の特性に影響されず、見やすく分かりやすい紙面となるよう、配色に配慮しました。学習活動の内容が感覚的に分かりやすいよう、学習のテーマとなる資料は
緑で左側に配置し、児童・生徒が取り組む書き込みや調べるといった作業を伴う箇所は青で右側に配置し、区別しています。

�副読本『農業とわたしたちのくらし』［特別支援教育版（知的障害）］は、特別な支援を必要とする児童・生徒の学習実態に
配慮して、ユニバーサルデザインの考えに基づいて制作しています。

〈個人情報の取扱いについて〉
１．個人情報の利用目的：お送りいただいた個人情報は、お礼発送のほか、個人を特定しない統計的情報の形で利用させていただき
ます。　２. お送りいただいたアンケート・感想文の著作権はＪＡバンクアグリ・エコサポート基金に帰属し、広報資料等として使
用する場合がございます。予めご了承ください。　３．個人情報保護対策：個人情報の管理、運用についての責任を有する者とし
て、個人情報統括管理責任者を置き、個人情報保護規定、情報システム資源取扱規定等を定め、遵守することを役員及び従業員に義
務付けています。　４．外部委託：当法人は、ＪＡバンク食農教育応援事業 事務局（以下「事務局」という。）の一部もしくは全部
について当法人所定の評価基準により、適切と判断した取引先に対し、業務委託契約及び秘密保持契約を締結した上で行う場合がご
ざいます。　５．個人情報の開示、利用目的の通知、保有する個人情報の内容が事実に反する場合等における訂正、利用停止（以下「開
示等」という。）のご請求を受付いたします。開示等の請求の具体的な手続きに関しましては、事務局までお問い合わせください。
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